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横浜北部下末吉層産出の十脚甲殻類群集について
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Decapod Fossils from the Pleistocene Shimosueyoshi Formation 

in the northern part of Yokohama City 

Hisayoshi KATO and Akihiro KOIZUMI 

Abstract Decapod Crustacean fossils from the Pleistocene Shimosueyoshi For-

mation are described. The studied material came from near the type locality of 

the formation in Shinohara Town, Kohokul王u,Yokohama City. They include Uρo-

gebia sp., Callianassa sp., Pachycheles sp. (cf. Pachycheles stevensii Stimpson), 

Phyliraρisum De Haan, P. heterograna Ortmann, P. syndactyla Ortmann, Pugettia 

incisa (De Haan), Charybdis jaρonica (A. Milne Edwards), C. bimaculata (Mires), 

Eucrate crenata De Haan, and Hexaρus anfractus (Rathbun). 

The decapod fossils are mostly preserbed in a dark greenish gray massive silt, 

about 2 meters thicks, in the lower Member of the Shimosueyoshi Formation. 

The decapod assemblage consists of 3 An om urans and 8 Brachyurans. All the 

species described herein are known inhabit in Tokyo Bay or Sagami Bay except 

for Hexaρus anf ractus. 

The assemblage is characterized by the predominance of Eucrate crenata which 

is an inhabitant of muddy bottom of inner environments. It includes some inter-

tidal species such as Phyliraρisum which was probably transported from near 

shore habitats. Such a paleoecological interpretation is consistent with that derived 

from the co occurring molluscan assemblage that is largely composed of emba-

yment species with some admixture of intertidal ones. 

はじめに

横浜市北部の下末吉台地を模式地とする 下末吉層（岡 ・菊地・ 桂島，1984〕は， 日本におけ

る最終間氷期の堆積物の代表的存在である。下末吉層については古くから研究がなされており

古生物学的研究も徐々に増えつつあるが，貝類以外の動物化石の報告は少ない。

筆者の一人， 小泉は1989年5月に模式露頭（図1，岡・菊地・ 桂島，1984による再指定〉に

も近い， 横浜市港北区篠原町の東海道新幹線新横浜駅東側の台地の宅地造成現場に露出する下

末吉層から，豊富な軟体動物化石と共に多く のカニ化石を得た。これ以後工事終了に至るまで

の聞に8属11種，約140個体の十脚類化石が得られたのでここに報告する。

下末吉層からの十脚類化石の報告は， lmaizumi(1959）についで2例目であり，関東地方に
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図1 A：産出地点（×印〉および下末吉層の模式震頭co印；岡ほか， 1984による〉。現在，模式露頭は
被覆されてほとんど観察できない．国土地理院1/25000地形図「荏回，横浜西部」の一部を使用した。
B：産出地点の柱状図．柱状図左のスケーノレバー (2m）は，図21のものと対応する。

おける更新統十脚類化石群としては， 産出層準の明確なものでは， ほぼ同時期の木下層の十脚

類化石群集（福田，1973，大原ほか1976など〉に次ぐ豊富な種構成と個体数である。

なお，ここに報告する標本は，神奈川県立博物館に収蔵される。

産出地点の地質と産出層準

十脚類化石を産した露頭を図lAに示す。現在は建築物も完成し， 露頭は完全に被覆されて

いる。図 1Bには，産出地点の柱状図を示す。標高約14m以上が地表に露出し，これ以下はボ
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ーリング資料および基礎杭工事で得た資料に基づく。柱状図に示したように，十脚類化石を産

した下末吉層は層厚約24mと見積られ，下位より以下の層相を呈する。①層，標高Om付近で，

砂岩泥岩互層よりなる基盤の上総層群を不整合に覆い，中～大礁を基底の一部に多く含む暗灰

色砂層。上部の一部では青緑灰色シルト層。①層 ；標高約4～6mの植物片に富む暗灰色砂質

シルト層。①層下部～中部（標高6～18m付近まで〉；青灰色塊状ゾルト層で， その最上部に

層厚約1～2cmの紫灰色軽石質細粒火山灰（約17.3～17.5m）や2～3枚の細～極細粒砂の薄層

をはさむ。また3 ボーリ ンクコアおよび基礎杭工事資料からは，7m付近にカキ礁とみられる

マガキ主体の貝化石密集部が確認された。①層上部 （標高18～21.5m付近までに 青灰色砂質シ

ルト～シルト質砂層。 下位より漸移し，上部ほど生物撹乱が顕著で粗粒化してサンドパイプも

密に含む。 19m付近には層厚O～2ocmで、断続する細～極細粒砂の薄層をはさむ。①層（標高21.5 

～22. 5m）；細際混じり細～粗粒砂。下半部は青灰色シノレト混じりの異地性貝化石密集層。 上半

部は黄灰色で貝化石は風化のため溶け去っている。 ①層 ，（標高22.5～23.5m）黄灰色細粒砂層

①層（標高23.5～24.5m）；凝灰質細粒砂～凝灰質砂質粘土。 基底部にロームの礁を含み上部に

は粘土化軽石と石質岩片の密集帯を2枚はさむ。これより上位は， Klp-7軽石層（町田， 1971〕

以上の鍵テフラを挟在する有機質が風化のために溶脱した凝灰質粘土，すなわち下末吉ローム

層に整合に覆われる。なお Kip13軽石層から Kmp-7i怪石層までは，風送陸上堆積型の風化

火山灰層となっている。

十脚類化石に随伴する軟体動物化石は，①層下部 （標高7m付近〕では， Crassostreagigas, 

Tegillarca granosa, Cerithideoρsilla djadjariensisなど，松島（1984）の干潟群集構成種で

占められる。十脚類化石を多産 した①層中部（標高16～19m付近〉では， Theora fragilis, 

Raetellops yokohamaensisが優勢で， Mitrellabicincta, Niotha livescensがこれにつぎ，

合弁の Dosinellaρenicillata,Macoma tokyoensisを含み，内湾泥底群集（松島，op.cit.) 

にあたる。①層上部から①層下部（標高19～22.5m）では，下位層の構成種に代わって Mactra

chinensisなど内湾、砂底群集 （松島，op.cit.）構成種が優勢になる。特に①層下部では Mactra

chinensis, Mya arenaria oonogaiが目だち，Crassostreagigas, Anomia lischkei, Phaco 

soma jゆonicum,Saxidomusρurρuratus, Mitrella bicinctaなどが優勢で干潟群集構成

種と内湾泥底群集構成種が多数混入した内湾砂底群集主体の混合群集とみなされる。これら軟

体動物化石群の層位的変化は，層相（図 1B）から判断される最終間氷期における海水準の上昇

．停滞・下降に伴う内湾環境の層位的変化と対応している。

十脚類化石の記載

記載に当たって， 十脚類の分類体系は三宅 (1982）に従った。

Order Decapoda Latreille, 1803 

Suborder Pleocyemata Burk巴nroad,1963 

Infraorder Anomura H. Miln巴 Edwards,1832 

Sup巴rfamilyThalassinoidea Latr巴ille,1831 

Family Upogebiida巴 Borradaile,1903 

Genus Upogebia Leach, 1814 

Uρogebia・ sp. アジャコの 1種 〈図3-1,2) 

化石の産状から個体数は不明確であるが，断片的なものを含めて20点以上得られた。
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図2 1.露頭最下部がカニ化石多産層準（下末吉層上部層下底より 3～4m下位）.2, 3.生痕化石の水平
面での密度 （数字は標高を示す）.3→2へと，上位ほど上部層堆積時に形成されたとみられるサンド

パイプが増加することを示す 4.サンドパイプ内に産した Pahychelessp. （矢印の先． 黒破線は

サンドパイプの輪郭〉． 5.砂質シノレト内に産した Charybdissp. 6.細砂の薄層中に甲のみで産し

た Charybdisbimaculata と Eucrate crenata. 7.砂質シノレトに産した Hexaρus anfractus 
（図6-5と同標本〉． 8.砂質シノレトに産した E.crenata （図6-1と同標本〉． 9, 10.甲に一対の色班
の残る E.crenata. （スケーノレバー 4～7,Sa, 10: 1 c皿， Sb;1ocm). 



Decapod Fossils from Yokohama City 

第1脚は左右相称で，不完全釦。雄では前節下縁の 1鋭刺l，雌では指節の3条の隆起線が認

められた。背甲は断片的もしくは圧砕しているものが多く，種の同定には耐えない。

Family Callianassidae Dana, 1852 

Genus Callianassa Leach, 1814 

C allianassa sp. スナモグリの 1種

可動指を欠く鉛脚掌節2個，指節1個が得られた。

（図3-3)

掌節は外側面でよくふくらみ， 上下縁をうすくふちどられる。内外側共に小孔が点在する。

不動指岐合縁は，先端付近に細かい鋸歯が見られ，中央に1歯が大きく突起する。

指節の日交合縁は歯を持たない切縁である。

計測値（皿〉 掌節長27.6＋，掌節幅17.8

Superfamily Paguroidea MacDonald, Pike & Williamson, 1957 

Family Porcellanidae Haworth, 1825 

Genus Pachycheles Stimpson, 1858 

Pachycheles sp., cf. P. stevensii Stimpson, 1858コブカニ夕、、マシ？ 〔図34) 

右掌節が，サンドパイプを充填する貝化石片に混じって 1個得られた（図2-4）。

掌節背面は0.5皿程度までの大きな頼粒に覆われ， その中を3条の縦溝が走る。掌節腹面は

鱗状の頼粒に覆われるが，背面に比べると比較的平滑である。指部は明瞭なl攻合縁を持たない

が，基部近くに大きな穎粒を1個備える。

49 

現生標本との比較ではわずかな違いはあるものの，P.stevensiiと大きく異なるところはない。

計測値（皿〉 掌節長16.5，掌節幅10.1

Infraorder Brachyura Latreille, 1803 

Section Oxystomata H. Milne Edwards, 1834 

Superfamily Leucosioidea Samouelle, 1819 

Family Leucosiidae Samouelle, 1819 

Subfamily Philyrinae Rath bun, 1937 

Genus PhilyrσLeach, 1817 

Phylirαρisum De Haan, 1841 マメコブシ （図4l, 2) 

ほぼ完全な背甲が2個体，不完全な背甲が4個得られた。背甲は丸く， よくふくらむ。前側

縁は頼粒が列生し，肝域が後部でやや張り出すほかは直線的である。後側縁もまた頼粒にふち

どられ，丸みをおびる。後縁は眼寓間とほぼ同じ幅で， 中央及び左右端に比較的大きな頼粒を

もっ。甲面は肝域，偲域，中胃域～心域でよくふくらみ3 これらは浅く広い溝で隔てられる。

甲表面にも頼粒がみられるが肝域上の頼粒列は斜め後方にのび，菱形面を形成している。正中

線上，胃域～心域にかけて頼粒が縦走する。偲域には小型の頼粒が散在する。

計測値（凹） 甲長16.5，甲幅16.0

Phylira heterograna Ortmann, 1892へリトリコブシ

背甲のみ1個体と本種のものとみられる紺脚掌節1個。

（図43,4) 

甲は前半でせばまった円形で，甲表面の盛り上がりはやや弱い。額域は P.戸sumより狭く，

前方にわずかに突出する。肝域の菱形菌は明瞭であるが，その下縁は突出しない。甲の周縁は

頼粒でふちどられ， 数個ごとに大きなものをまじえる。甲表面では中胃域～腸域と両偲域に縦

に並ぶ頼粒がみられる。掌節は幅広で， 掌節指部（不動指〕と掌部の長さは，ほぼ同じである。

下縁の前側面側に1条の頼粒列があり腕節にのびる。不動指には根元近くに大型の鋸歯がある。
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図3 1, 2, 4, 5.×2, 3. natural size. la-d, 2: Upogebia sp. la. dorsal; b, ventral view. c. right 

side. d, left side. 2: Chelipeds. 3: Callianassa sp. Palm of right 1st leg. a, outer; b, 
inner view. 4: Pachycheles sp., cf. Pachycheles stevensii Stimpson. Palm of right chela. 

a, outer; b. inner view. 5: Pugettia incisa (De Haan). a, dorsal; b, ventral view. 
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図4 1-5. x 2, 6 9. natural size. 1, 2: Phylira pisum De Haan. a, dorsal; b, ventral view. 3, 4: 

P. heterograna Ortmann. 3, Carapace. 4, Left chela. 5: P. syndactyl a Ortmann. Carapace. 

6ー7:Charybdis 〔Charybdis)J目。ρonica〔A.Milne Edwards〕6,Palm of left chela. a. outer; 
b, upper view. 7, Carapace. 8: Charybdis sp. a, dosal; b, ventral view. 9: Charybdis (Go-

nioneptunus) bimaculata (Miers). a, dorsal; b, ventral view. 

51 



52 H. KATO and A. K01zuM1 

3 

図5 all figures are natural size. 1, 2; Charybdis (Charybdis) japonica (A. Milne Edwards). l, 

Fragmented carapace with left chela. 2: Both chelae. Charybdis sp. Right chela. 4: 

Eucrate crenata D巴 Haan.Carapace and chelipeds. 
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5 Sa 
Sb 

図6 1 a, b, 2. natural size. le. x 1. l, 3-7.×2, le.×1. l, 1 4: Eucrate crenata De Haan. 1-4. a, 
dorsal; b, ventral view. 1. c, Chelipeds, 5 7: Hexaρus anfractus (Ratbhun) 5, 6a, 7, dorsal; 
6b, ventral view. 
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〔備考〕 本種の化石は名古屋港の沖積統から多く産出している（東海化石研究会， 1977）。

計測値（皿〉 甲長10.7，甲幅11.5 

Phylira syndactyla Ortmann, 1892 ヒラコブシ

前側縁と後側縁の一部を欠くが，比較的保存良好な背甲が1個体ある。

（図4-5〕

背甲は丸くよくふくらむ。前側縁は後側縁より短し直線的で先すぼみである。眼高はまる

く，斜め上方を向く。肝域の頼粒列は狭長な小面をふちどり，小面は眼笥下縁にいたる。後側

縁はごく細かな頼粒にふちどられる。後縁は丸みをおびる。背甲は一様にふくらむが，胃域お

よび心域と両問、I或は弱く分けられる。甲表面は全体として平滑だが， 肝J或から側胃域～中胃域

にかけてまばらに小頼粒がある。

計測値（皿） 甲長12.1，甲幅11.5 

Section Oxyrhyncha Latreille, 1803 

Superfamily Majoidea Samouelle, 1819 

Family Majidae Samouelle, 1819 

Subfamily Acanthonychinae Alcock, 1895 

Genus Pugettia Dana, 1815 

Pugettia incisa (De Haan, 1837) ヤハズモガニ （図35〕

雌の 1個体のみである。折りたたんだ鉛料lを備えた背甲および腹部で，後縁を欠く。背甲は

後方で強く圧砕されている。額角は先端をわずかに欠くが，鋭い三角形をなし，基部よりやや

前方でV字型に聞く。限上林は基部で幅広い鋭角三角形となって斜め上方を向く。限商外線は

板状に張り出した肝税と癒合して， ひさし状になる。甲の各域は各々強くふくらみ，中偲域の

ふくらみは外側に1鋭燃を備える。左後側縁～後縁は圧砕して残らない。

釦脚は左右ほぼ同大で， 各節は前縁および後縁を板状にふちどられる。長節下縁には粗い頼

粒が3～4個並ぶ。

〔備考〕 Pugettia incisaの化石も名古屋港の淡深土からの報告がある（東海化石研究会，

op. cit.). 

計測値（皿〉 甲長19.7＋，甲幅13.3＋， 右掌節長8.2

Section Brachyrhncha Borradaile, 1907 

Superfamily Portunoid巴aRafinesq ue, 1815 

Family Portunidae Rafin巴sque,1815 

Subfamily Portuninae, Rafinesq ue, 1815 

Genus Charybdis De Haan, 1833 

Subgenus Charybdis DeHaan, 1833 

Charybdis (Charybdis) jaρonica (A. Milne Edwards, 1861〕 イシガニ

（図4←6,7，図5l, 2〕

不完全な背甲が2個体，釦脚が31固（うち背甲の断片を伴うもの I，左右対になったもの 1)

が認められた。

額の6歯はほぼ同大の三角形で，両側の限上腕も同様の鋸歯状で額歯よりわずかに小さい。前

側縁の 6歯のうち， 第1歯（限溜外航〉は最も小さく，第6歯もやや小さい。甲表面の小頼粒

よりなる横走稜線は，額の後方に短い 1対が， 正中線で隔てられた1対と左右連なったものが

胃域前面に，および左右第6歯から横走する顕著な 1対がある。釦脚の掌節基部に1鋭椋（多く

は破損している），上縁には2鋭株が2列に並ぶ。腕節内縁には1大株が確認でき，外側の3小
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東京は保存が悪い。長節前縁はよく保存されておらず， 1鋭刺！を認めるのみである。

〔｛街考〕 Charybdis jaρOηicaは現在て、は，銚子以南の両沿岸で

も普通にみられるカニの一つだが，化石でも比較的産出例がある（金子，1958,Imaizumi, 

1959，東海化石研究会，op.cit.ほか〕。

計測値（凹〉 甲長22.2＋，甲幅40.3，掌節長47.9＋， 掌部最大幅18.1

Subgenus Gonioneρtunus Ortmann, 1892 

Charybdis (Gonioneρtunus) bimaculata (Miers, 1886) フタホシイシカニ

（図26，図48) 

完全な背甲および不完全な背甲が各1個体ある。

額の 6歯のうち， 中歯および間歯は幅広で鈍頭であり中歯がわずかに大きい。 側歯は眼前腕

と癒合している。前側縁の 6歯は第1歯が外側を切断された形であり，第2歯がやや小さく第6

歯は外側を向き少し大きい。両第6歯聞の横走稜線は左右の頚潜で中断されている。 中胃域稜

線は連続しているが， 原胃域の稜線は左右大きく隔たる。額j或稜線は不明瞭で，かすかに認め

られる程度である。心域および肥域の内側に頼粒の集まりがあり，盛り上がる。

計測値（皿〉 甲長18.0，甲幅27.7 

この他にも， Charybdis属とみられる背甲の断片，剣！州lの断片は多いが同定に耐えるものは

少なかった。

Superfamily Xan thoid巴aMacLeay, 1838 

Family Goneplacidae Macleay, 1838 

Subfamily Carcinoplacinae H. Milne Edwards, 1852 

Genus Eucrate De Haan, 1835 

Ecrate crenata De Haan, 1835 7 ルバガニ （図54，図6-1～4)

背甲37個体（うち22個体は多少なりとも付属肢を伴う〉， 掌節目個，その他を含め計73個ある。

背甲は角の丸い六角形で， 前後に強く湾曲する。額は明瞭な切れ込みで二葉に分かれる。前

側縁には鈍頭のまる歯が4歯並ぶが，第4歯は痕跡的で角張らずに後側縁につづく。

印表面は平滑で，母岩中より掘り出した直後は両偲域の赤い斑紋を残すことがしばしばあっ

た（図29,10）。鉛脚各節は平滑でよくふくらみ丸みをおびる。腕節内縁に1聴があ り，両指部

の前縁に1条，不動指の内側に2条の弱し、小孔列がみられる。

〔備考〕 Eucrate crenataの化石は大阪の完新統の梅田層（金子， op.cit.），東京湾の沖積

層から知られる （Eucratesp., cf. E. crenata，藤山， 1986）。現生は東京湾以南，アンダマン

海，セーシェル諸島まで分布が知られ，水深18～110mの砂，砂泥底に住むとされる。

計測値（皿） ①甲長25.1，甲幅32.7，左掌節長21.4，②甲長13.4，甲幅16.3，右掌節長10.5,

①甲長19.8，甲幅24.6

Family Hexapodidae Miers, 1886 

Genus Hexaρus De Haan, 1833 

Hexゆusanfractus (Ratbhun. 1909) ヒメムツアシガニ（図2一7，図6-5～7〕

釦脚・歩脚を備えた背甲が1点， 鉛脚・歩脚の一部を備えた背甲が1点， 背甲のみの標本が

3点ある。

甲は概ね台形で， 前側縁は丸く角がない。後側縁には第三歩脚のつけ根の所に小さな突起が

ある。背甲は平滑で、微細な頼粒に覆われる。

甜脚・歩脚は共に頼粒で覆われる。歩脚は Hexaρus sexρes （ムツアシガニ〉にみられるよ
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うに先端で太くなることなく， 長節中央に縦溝が明らかである。雄の胸部腹甲の第三顎脚つけ

根の溝は確認できなかった。

〔備考〕 やはり名古屋港の沖積層から記録がある（東海化石研究会， op.cit.）。

計測値〈皿） 甲長9.1，甲幅14.4

十脚類化石群の検討

Eucrate crenαtaを主体とする十脚類化石群集（確認個数を表1に示す〉は，ほとんどが標

高17～19m付近（カニ化石多産層準，図 1B）から産出した。

U1うogeb付属は， 直径20凹×長さ40rnm前後のやや軟質の石灰質ノジュール中に産することが

多かった。この Uρogebia属を含むことの多い石灰質ノジューノレでは，甲殻は周りの母岩より

脆く内部が中空であるものも多いため， クリーニングが難しく，正確な形態の把握がほとんど

できないので， Uρogebia属の確認個数は少なくなっているとみられる。しかし， このノジュ

ールは， ときにはサンドパイプの内部にも見いだされた。十脚類化石集中層準とその上下数m

にわたって上位に向かい密度を増すサンドパイプ（図22, 3を参照〉の主は Upogebia属であ

る可能性が大きく，その生息密度はかなりのものが予想される。

C allianassa属は，十脚類化石集中層準より上位の生物撹乱の著しい砂質泥層（標高20m前

後〉から，単独の掌節がしばしば産した。個体数は少ないが，掌部のみを産した Pachycheles

がサンドパイプにより上位層準からもたらされた（図24）ように， Callianassa属も生物撹乱

によって，より上位層から混入した可能性もある。

Phylira属の3種のうち，最も多く得られた P.がsumは潮間帯に，他の2種はこれより

も深い上部浅海帯に生息する。 Leucosiidae（コブシガニ科）のカニは背甲が他に比べて堅固で

あるため， P.ρisumは，死後あるいは脱皮後に運搬されて， Eucratecrenataの優勢な，十

脚類化石集中層準にもたらされたと考えられる。

Eucrate crenataは， Upogebiaを除くと産出した十脚類化石のうちで圧倒的に多く ，背甲

の個数において全体の 2/3を占める。 E.crenataは現在の相模湾や東京湾にも普通にみられ，

水深18～nomに生息するとされる。 Charybdis属の C.jaρonicaと C.bimaculataも現
在の相模湾や東京湾、に最も普通に見られるカニである。

産出した十脚類のうち唯一相模湾及び東京湾より報告のないものは Hexaρus anf ractusで

現生は有明海や瀬戸内海， シャム湾などから報告されている。ナマコの生息孔やゴカイの棲管

に住むとされ，比較的保存のよい化石が産出したのは興味深い。

南関東の更新統十脚類化石の資料は近年，徐々に増えつつある（増淵・武田， 1988，合葉・

山口・武田， 1991演旨など〉。これらの中にあって，今回の報告も含めて今後さらに追加資料が

期待でき， 詳細な層序学的・年代学的データに裏付けられた， 多様な十脚甲殻類相が検討でき

るようになるものと思われる。

まとめ

1. 横浜市港北区篠原町，新横浜駅南の下末吉層下部層から Eucratecrenataを主体とし

た11種の十脚類化石群を記載した。

2. 十脚類化石が示唆する環境は内湾の泥底で， 潮間帯付近からの流れ込みと思われる種類

も見られた。これらは軟体動物化石群集の特徴と調和的である。
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表 1 産出した十脚類及び確認個数

Carapace with Carapace Che I a 
appendage 

lli1且且旦ti畠呈且 20+ 20+ 

Cal I ianaHa  主且， 3 I 3 
Pa c h~che I es? 呈且・ 11 

l'fillYL金 山喧旦E 6 6 

LJ..:_ Ee i~rlt&.[山 2 

P. s~ndai;t~ I a 

白血主主辺国立国且

包主工法且i五＜C-l込且且且ヰ畠 2 2 5 

c. (Go n ion~Qiu 『1 u~ ） bjmas;11lata 2 ワ 2 

白.liill包阜単品 22 15 15 52 

一－－；－！ 」－

也五且山主組i以♀以皐 :J 5 
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